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あなたとまちのコミュニケーション情報紙

広
報

tt0765-83-1100 朝日町役場 ・〒939-07富山県下新川郡朝日町道下 1133

春告げる伝統の舞

宮崎の稚児舞

5月3、4の両日、町の無形民俗文化財に指定されている宮崎

の鹿島神社の春祭リ行事 f稚児奨jが行われました。

男の子は白鉢巻き紋付き姿でやりを手に勇壮な Iやリ踊りJを、

女の子は花かさに紫の振りそで姿で扇を手に撃やかな I扇舞いJ
を若い衆のおはやしと拍子木に合わせて家々の前で踊ります。

かつてはア歳の子どもが踊リ手だった稚児舞いですが、最近の

児童数の減少より、 今年の踊リ手は小学2年生から4年生の男女

12人。 2日間にわたり宮崎地区の約150件を回り、 春本番を告げ

ました。
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さ

れ

生水
活域

環
境快

適
確

、

な
" 

私
た
ち
が
快
適
な
生
活
を
営
み
、

美
し
い
自
然
や
環
境
を
守
る
う
え
で
、

下
水
道
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
の
一
つ
で
す
。
朝
日
町
も
平
成
十
三

年
度
末
の
一
部
供
用
を
目
指
し
、

平
成
九
年
二
月
に
下
水
道
の
事
業
認
可

を
受
け
ま
し
た
。
今
回
の
認
可
は
七
年
間
程
度
で
整
備
で
き
る
範
囲
を
第

一
期
整
備
区
織
と
し
、
そ
の
区
域
は
終
末
処
理
場
計
画
周
辺
地
域
と
一
部

市
街
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
月
患
で
は
下
水
道
事
業
の
概
要
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

＠ 

と

を

な

イ呆

下
水
道
事
業
に
着
手

下
水
道
と
は

下
水
辺
は
大
切
な
れ
然
の
川
町
・
陀
で

あ
る
、
き
れ
い
な
水
と
快
適
な
生
寸
前

部
取
の
臨
保
に
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
胞
設
で
す
。
下
水
迫
整
備
は
、
元

し
い
れ
然
を
ぷ
米
の
子
供
た
ち
に
伝

え
伐
し
て
い
く
た
め
、
制
作
必
み
を

受
け
て
い
る
私
た
ち
の
大
切
な
仕
引

で
す
。

川
や
海
の
汚
れ
は

ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま
す

現
住
、
私
た
ち
は
快
適
な
生
活
を

送
る
た
め
に
、
首
に
比
べ
て
た
く
さ

ん
の
水
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
が
務
所
や
仁
川
明
で
も
多

く
の
水
を
使
っ
て
私
た
ち
の
生
前
を

支
え
て
い
ま
す
。

使
わ
れ
る
水
の
は
が
地
え
る
と
、

的
て
ら
れ
る
川
も
附
え
て
き
ま
す

が
く
み
上
げ
ら
れ
、
私
た
ち
の
生
活

や
T
L
川
柳
川
に
使
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を

水
の
侃
開
と
い
い
ま
す
。

こ
の
自
然
の
必
み
で
あ
る
水
を
汚

れ
た
ま
ま
で
は
な
く
、
き
れ
い
に
し

て
返
す
こ
と
が
私
た
ち
の
責
任
で
あ

り
、
義
務
で
あ
る
は
ず
で
す
。

下
水
泊
は
、
こ
の
水
の
術
開
の
中

で
、
汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
か

ら
川
や
出
に
叫
す
と
い
う
大
切
な
役

訓
を
持
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
は
、
作
家
庭
の
台
所
や
ふ

ろ
、
ト
イ
レ
、
ま
た
、
仁
川
明
か
ら
の

川
れ
た
水
を
辺
路
な
ど
の
ド
に

mめ

ら
れ
た
ド
水
符
に
集
め
、
終
本
処
開

場
ま
で
迎
ぴ
物
則
的
、
化
学
的
に
処

朋
を
し
、
安
全
で
、
き
れ
い
な
水
に

し
て
州
や
耐
に
返
す
施
設
で
す
。

こ
の
下
水
道
の
盤
備
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
一
市
水
が
た
ま
り
不
街
坐
で

悲
央
が
発
坐
す
る
こ
と
や
、
市
街
地

で
浄
化
楢
を
設
置
で
き
な
い
な
ど
の

悩
み

・
不
満
を
解
消
す
る
こ
と
が
で

き
、
だ
れ
も
が
平
等
に
術
坐
的
で
快

適
な
午
前
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

下
水
道
の
事
業
認
可
を

受
け
ま
し
た

制
円
川
で
は
、
平
成
卜
＝．
年
度
末

こ
の
使
わ
れ
た
水
を
そ
の
ま
ま
姶
て

る
と
、
所
れ
た
水
が
家
の
凶
川
り
に
た

ま
り
、
争
忠
良
な
航
っ
た
り
ハ
エ
や
カ

な
ど
が
発
生
し
、
小
一

mm－
加
を
必
く

し
ま
す
。

さ
ら
に
、
川
れ
た
水
が
派
れ
込
ん

で
川
や
洲
、
山
間
な
ど
を
刊
し
ま
す
。

す
る
と
、

川
や
洲
の
中
小
を
似
み
水
に

利
川
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
利

用
が
蛾
し
く
な
っ
た
り
、
ま
た
、
海

の
川
れ
が
ひ
ど
く
な
り
魚
が
採
れ
な

く
な
っ
た
り
、
出
仰
木
浴
場
な
ど
も
刊

れ
泳
げ
な
く
な
る
な
ど
、
私
た
ち
の

住
ら
し
に
様
々
な
忠
凶
抑
制
口
を
い
つ
え
ま

す
。

下
水
道
の
役
割

使
わ
れ
た
水
は
耐
に
九
社
主
」
、
山
内
の

水
は
蒸
発
し
て
♂
去
を
作
り
、

訴
は
同

を
降
ら
せ
ま
す
。
雨
水
・は
川
や
洲
、

地
．
卜
・
米
に
流
れ
込
み
、
そ
ζ
か
ら
水

に
下
水
道
の

一
部
供
用
開
始
を
す
る

計
画
で
、
平
成
九
年
二
月
に
．
卜
水
道

の
い
事
業
認
吋
を
受
け
ま
し
た
。
今
川

の
認
可
は
七
年
間
位
度
で
整
備
で
き

る
範
凶
を
第
一
期
盤
備
区
域
と
し
、

そ
の
範
開
は
終
末
処
組
場
計
前
川
辺

地
域
と

一
部
市
街
地
と
な
っ
て
い
ま

す
（

K
M）。
今
後
、

町
全
域
を
地
形

や
集
係
形
態
な
ど
に
よ
り
、
公
共
下

水
辺
明
治
呼
で
下
水
辺
栴
備
を
似
次

進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ド
水
泊
が
川
全
域
に
ケ
パ

f
す
る
ま

で
に
は
、

．h
舶
の
雄
投
伐
と
民
い
年

川
が
か
か
り
ま
す
。

今
後
、
川
で
は
、

地
飾
品
日
や
地
域

町
内
会
等
、
聞
係
行
の
ご
州
仰
と
ご

協
力
を
仰
な
が
ら
、

一
一川
も
円
卜
く
、

．
卜
水
道
が
盤
附
さ
れ
る
よ
う
い
っ
そ

う
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
々

え
て
い
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

事
業
補
助
金
に
制
限

現
作
、
仲
町
宅
な
ど
に
合
併
処
理
浄

化
憎
を
設
問
す
る
助
什
、
制
助
令
を

受
け
る
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
下
水

辺
の
知

一
則
鴨
川
川
阪
城
で
は
、
こ
の

制
は
の
適
用
は
な
く
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
建
設
課
下
水
道
係
（内線
8
2
5
4）



軽自動車税
2,553万円（99.6%)
町たばこ税
6,969方向

(98.5%) 

四T

綴 ”a 
手見

前負の
民担内
一 訳

固定資産税 ｜会状と
4万3,295円 6万374円 立況

吋の家計簿の報告
鱗轟擁護！；醐 － 平成 8年度財政状況

条例により、町の財政状況を 1年に2回、町民のみなさんにお知らせすることになっ
ています。今月号では、平成9年3月31日現在における平成8年度予算の執行状況を
お知らせします。

I ~ 
その他

1,226円

軽自動車税

1,494円

町たばこ税

4,078円
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25億7,923万円＜100.0%)I f色方交付税 民生費 I10億9.153万円 （98.4%)
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総務資 I9f：憲4,907万円（93.4%)

＠ 

公儀費 18億6,949万円 （100.0%)

農称水 l
建築費 ｜＠傍5,585万円（68.'.?%)

町債の状況

亀主b

土木賀 17億578万円 （5fi_4%) 。
教育費 16億7.729万円 （93.6%}

( 1）信入 先別 (2）目的別
市町村銀興協会

金H事6,190万円 区 分 額 構成比

一 般 会 計
檀 方向 % 

62 4.766 87.5 

持怠 務 f貴
嘩

65 4 6.368 

社会福祉債｜ 3.860 0.5 

保育所債 6.616 0.9 

農林水産業債
嘩

7.8 5 5.468 

土 木 イ貢
曙

7.5 5 3.262 

公営住宅債
場

6.0 4 3.075 

i向 F方 ｛貴 1.581 0.2 

教 育 ｛責
埠

49.9 35 6.010 

区 分 金 額 橋成比

災害復旧債
方向 % 

9.278 1.3 

臨時財政特例憤等
埠

6.1 4 3,253 

その他事業債 5.995 0.8 

その他会計
曙

12.5 8 9.253 

山 崎診療所 1,076 0.2 

簡易水道｜ 7,169 1.0 

用地先行取得

あさひ総合病院｜
嘩

11.3 8 1,008 

唾2Y
衛生費 16億4,850万円（84.7%

町有財産の状況

｜ 箆綴 I73億3,419万円

｜収入済額I65f~5 .679万円

73!m3,419万円 ｜ 算額 ｜

56｛~ 232万円 ｜支出済額l

（グラ フの数f1(i は f'P: "ffli とそれに対する~J\U彩（%）を炎しています）

合計I71 flll4,0rn17円 100.0I 
特別会計

歳 入 歳 出

予算 額 収入済額 収入率 予算額 支出済額 支出率

国 保 .c.. 計 11億5,427万円 10億 1,015万円 87.5% 1 1億5,427万円 9億4,721万円 82.1% :z::;:; 

老人保健医療会計 I 20億9,797万円 19億5,950万円 93.4% 20｛意9,797万円 19億8,413万円 94.6% 

診療所会 計 7,615万円 5,238万円 68.8% 7,615万円 5,983万円 78.6% 

簡 易水道会計 5.140万円 3,606万円 70.2% 5, 140万円 3,977万円 77.4% 

下 水 道 会 計 5,828万円 4,097万円 70.3% 5,828万円 3,875万円 66.5% 

用 地 取 得 会 計 416万円 416万円 100.0% 416万円 416万円 100.0% 

用 水
.a齢 計 502万円 484万円 96.4% 502万円 338万円 67.3% :z::;:; 

奨 学 資 金会計 ！ 19万円 19万円 100.0% 19万円 19万円 100.0% 

建物 90,240m2

込ltt:i

土地 581,626m2
有価証券 2億6,620万円

出 資 盆 2億3,257万円

基金積立金

37億2,597万円

企 業 会計 歳 入 歳 出

（あさひ総合病院） 予 算額 収入済額 収入率 予算額 i支 出 済 額 支出率

収 益 的 収 支 25億5,618万円 25億 123万円 97.9% 25億5,618万円 25億2,654万円 98.8% 

資本 的 Hヌ 支 6,927万円 6,927万円 100.0% 1億4,931万円 1億4,931万円 100.0% 

計 26億2,545万円 25億7,050万円 97.9% 27億 549万円 26億7,585万円 98.9% 



パ
ン
ア
l
卜
に
魅
せ
ら
れ
て

道
用

美
枝
・清
美
さん

『花
び
ら
一

一枚

一
枚
か
ら
作
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
ま
ず
は
題
材
に
す
る

さ
キラキラ

消
保
の
ト〈
村
雅
人

・
雌
長

さ
ん
点
制
の
H
H
K

（平
成
ア
年
8
灯
ぬ
日
生
）

うちの元気印 大

村：
葉u

月：
ち

ん

机
辺
の
清
水
敏
明

・
博
恵

さ
ん
夫
婦
の
長
女

（
平
成
8
年
6
月
8
H
生）

なかま定ぢ
水墨画教室・東雲会

じJ

~ 

水墨画毅室tJ:今年6~手自を迎えました。会員は30代から70

代までの20名で、年齢差を越えて墨絵を楽しんでいます。

東の空を紅に染めて閉け初める院のすがすがしさ、さわやか

さを会のイメージに東霊会と名付けました。

指導してくださるのは、朝日町出身で黒部市にお住まいの扇

谷東畝先生です。

先生は、画歴も長く研究熱心で教養深くいろいろな話をして

いただき知識を広めています。また、 先生のアトリエに向って

素晴らしい作品を数々、見せていただき、みんな鷲腰しました。

同1回の教室では、自の前で数分間に1枚の手本を描きあげら

れる運誼の舵かさ、描くことの楽しさ、水墨画の昧わい深さに感

澱しきり。いつの日か私たちもーと、夢ふくらむひとときです。

すでに自分の作品を表装し

て、~に飾っている人もいます。

無心に筆を動かしているとき、

作品を見セ合うときなど心に豊

かさを感し、友情のきずなを感

しるときでもあります。

年に 1回、発表会を聞いてい

ます。多くの方に見に来ていた

だければ幸いです。

右側 ：道用滑糞さん‘

。
ル
化
や
果
物
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
』
と
ぷ
す
辺
川
足
技
さ
ん
と
川
五
さ

ん
お
・

4

人
は
み

mの
姉
妹
パ
年
前
か

ら
．
紺
に
ハ
ン
ア
l
ト
を
始
め
ま
し
た
。

ハ
ン
ア
l
ト
は
そ
の
朽
の
と
お
り
、
食

パ
ン
を
材
料
し
た
ぷ
術
作
業
は
食
パ
ン

を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
、
パ
ン
粉
よ
り
制
か

く
し
、
造
形
川
の
粘
卜a

を
出
ぜ
ん
け
わ
せ
純

り
上
げ
ま
す
そ
の
粘
L
L

で
化
や
川
本
物
の

お
部
分
を
作
り
、
い
っ
た
ん
乾
仰
さ
せ
、

絵
の
呉
で
色
付
け
し
ま
す
。
以
後
に
符
部

分
を
組
み
合
わ
せ
完
成
。
一

つ
の
作
品
が

仕
上
が
る
ま
で
に
は
、
お
よ
そ
一
か
川
近

く
も
か
か
り
ま
す

「
い
か
に
本
物
に
近
づ
け
る
か
が
ハ
ン

ア
i
ト
の
魅
力
佑
の
形
を
作
る
作
業
は

神
経
を
他
い
ま
す
が
、
完
成
し
た
と
き
の

満
足
感
は
州
と
も
J
え
ま
せ
ん
」
と
足
技

さ
ん

「則
定
に
は
な
い
川
浩
の
化
を
作

る
こ
と
も
で
き
ま
す
出
や
宅
を
紫
色
に

し
た
り
、
色
付
け
作
業
は
本
中
l

に
栄
し
い

で
す
よ
」
と
泊
先
さ
ん
・

a

年
前
に
は
、

ア
ゼ
リ
ア
で
川
町
覧
会
を
開
催
「
，
V
組
以

上
の
人
に
H
ん
に
米
て
い
た
だ
き
感
激
し
ま

し
た
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
ま
た
、
や
っ
て

み
た
い
で
す
ね
」
と
、
現
ト
仕
は
市
山
市
で

聞
か
れ
る
展
覧
会
へ
の
作
品
作
り
に
余
念

が
な
い
お
二
人
で
す
。

「
ま
だ
ま
だ
作
っ
て
み
た
い
題
材
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
れ
分
の
技
術

を
高
め
、
難
し
い
も
の
に
挑
戦
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
熱
い
相
い
を
川
り
ま
す

左側：道用美枝さん

さ；聞かくん

。にゆとりを墨と遊ぶ

＠ 

お
じ

ゃ
ま
L
ま
す

－
会
社
の
栂
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

附
利
．
h
卜
－－－年
に
創
業
し
ま
し
た

劇
化
は
、
コ
ネ
ク
タ
ー
と
い
わ
れ
る

叫
子
抜
続
部
品
を
迫
る
院
械
の
A
J
・

拠
迫
を
．
口
し
て
F
か
け
て
い
ま
す

今
年
の
バ
川
に
は
祈
礼
Mm
か
完
成

特
に
J
J部
門
を
光
夫
し
、
多
傾
化

す
る
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ

l
ス
に
応
え
て

い
さ
た
い
と
思
い
ま
す

w

従
業
U
は
朝
日
町
は
も
と
よ
り
黒

部
市
、
人
柏
市
門
町
、
宇
奈
月
町
の
人
で

占
め
て
い
ま
す
。
平
均
年
齢
は
て
ト

し
ハ
成
と
芯
く
、
社
内
は
活
気
に
あ
ふ

札
て
い
ま
す
。

－
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
な
ん
で
す
か

人
材
行
成
が
勺
社
の
課
題
だ
と
々

え
て
い
ま
す

一
つ
の
機
械
を
品
川

か
ら
拠
巡
す
る
ま
で
に
は
、
同
開
々
な

幸宏 さん（26政岬2区）

一 松ト1五以来（綜）ー

上村
とう 6

.A.bi-i行点畝先’1＝.のf1=111111 

4-
:z:s; 

社

訪
J

問

側
水
島
機
械
設
計

従
業
員
数
：
：
：
二
十
一
人

売
上
高
・
・
・
・
・
・
五
億
七
千
万
円

仁
叫
が
あ
り
ま
す
c

そ
の

a

つ
A

つ

を
よ
り
多
く
の
従
業

U
が
把
桝
し
て

お
く
ζ
と
が
大
切
で
す
。

中I
社
は
特
に
打
い
人
が
多
い
の
で
、

人
を
打
て
る
こ
と
が
、
会
社
の
成
長

に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

－
社
長
さ
ん
が
普
段
か
ら
心
が
け
て

い
る
こ
と
は

常
に
、
お
符
械
の
身
に
な
っ
て
仕

引
を
す
る
こ
と
を
従
業
叫
に
は
術
却

し
て
い
ま
す

ま
た
、
打
い
人
材
を
受
け
入
れ
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
機
械
に

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
中
I
社
に

μ学
に
き
て
く
だ
さ
い
設
A
、
U

父
、
加
仁
、
制
民
泊
な
ど
れ
分
に
合
っ

た
仕
事
が
見
つ
か
る
と
思
い
ま
す~－ 企社長の水島俊治さん

ミ
ス
の
な
い
仕

事
を

一一
川
校
中
業
後
、
社
会
人
と
な
り
八

作
什
に
人
り
ま
し
た
。
会
社
で
は
、

下
導
体
を
製
造
す
る
作
業
を
担
当
。

機
械
操
作
が
巾
心
で
す
が
、
ミ
ス
し

な
い
よ
う
伸
粁
を
使
っ
て
仕
切
に
中
l

た
っ
て
い
ま
す
。
輪
場
は
二
ト
代
の

人
が
多
く
に
ぎ
や
か

（
つ
）
で
す

忙
し
い
小
に
も
、
允
実
し
た
け
々
を

巡
っ
て
い
ま
す

H

こ
れ
と
い
っ
た
制
時
は
な
い
ん
で

す
が
、
ビ
デ
オ
や
行
楽
川
口
を
裂
し

ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
川
か
ス
ホ

l

ツ
で
も
始
め
よ
う
か
と
以
っ
て
い
ま

す
休
み
は
．
y
l
が
多
く
、
ぷ
だ
ち
と

な
か
な
か
遊
べ
な
い
の
が
悩
み
た

ま
に
は
お
判
を
飲
み
、
ぷ
川
川
を
深
め

て
い
ま
す
（
夫
）
、

結
婚
に
つ
い
て
は
、
特
に
々
え
て

い
ま
せ
ん
。
川
相
仙
の
タ
イ
プ
は
思
い

や
り
の
あ
る
人
で
す
。

一
広
報
係
で
は

「ふ
れ
霊
こ

一

一
う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
に

．

一
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

一

一

l
ブ
を
罫
集
し
て
い
ま
す
。

一

「出
て
み
た
い
｝
「
出
し
て

一

一
あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

一

．
ぱ
、
広
報
係

（
宮
役
場
内
線

一

一

2
1
2〉
へ
と
一
報
を
。

一
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の
つ
ぶ
や
き

ちたもど’
』｛雷

と
お
へ
そ
）（
3
成
主

M
え

「
か
み
な
り
好
き
じ
ゃ
な
い
な
」

k
f
「
私
好
き
や
よ
。
か
み
な
り
明

に
お
っ
て
、
夜
に
な
っ
た
ら
米

る
ん
や
っ
そ
i
」

保
付
「
か
み
な
り
、

K
ち
ゃ
ん
に
何

か
す
る
つ
・
」

k
t
h
「
へ
そ
以
っ
て
い
く
」

保
付
『
K
ち
ゃ
ん
取
ら
れ
た
こ
と
あ

る
が
け
っ
」

k
h
Z
「う
ん
そ
れ
で
ま
た
返
し
て

も
ら
っ
た
ん
」

S
Z4
「
伐
ね
、
午
乳
い
っ
ぱ
い
飲
む

ょ
。
ニ
ン
ジ
ン
さ
ん
は
お
水
が

川
町
き
な
ん
や
ね
1｝

（カ
エ
ル
じ
な
た
い
つ
中
高
出

A
U
A
「先作じ、

た
い
が
」

？
え
っ、

払
ミ
ツ
バ
チ
に
な
り

凶
利刊一

M

M

n

q

d

 

’
u川

t
a

吋

w

h

l

一一H
－qA
「
ノ
、

川
崎
山
竹
そ

L
r午
、
ん

m
r
n
y

へ
企...カトリーヌ (18)

〔
ニ
ン
ジ
ン
は
水
が
好
き
〕
（3
成
山
）

ゼ
リ
l
カ
ッ
プ
で
ニ
ン
ジ
ン
の
水

殺
防
を
始
め
ま
し
た
。

s，、ん「
先
生
、
大
変
、
大
変
、
ニ
ン

ジ
ン
さ
ん
が
水
た
く
さ
ん
飲
ん

だ
よ
」

保
ほ
「
わ
あ

1
1本
当
や
、
猷
ん
じ

つ
二
3
－

吋

一

f
・1

』

保
母

ど
う
し
て
つ
」

ミ
ツ
い
っ
ぱ
い
岐

公；1~4!;
b 率二’i晴 、

...サザエボン｛？｝

.',"',,i_':.'・ .. .'t~ ：：二？

？な仔院替
わ叫が甘

l~ 

A
U
ん「
だ
っ
て
、

わ
れ
る
も
ん
」

保
母
「
あ
っ
、
そ
っ
か
！
」

A
h
Z
「私
カ
エ
ル
に
も
な
り
た
い
が
」

保
母

「ど
う
し
て
つ
・」

A
t
ん「
カ
エ
ル
っ
て
試
持
ち
思
い
や

ろ
l
。
私
託
持
ち
思
く
な
り
た

い
も
ん
」

保
付

「え
っ
：
・
」

A
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
は
計
り
知
れ

亡、
。

φ

匂
し

8
mwhvイ
ヌ

~~~ 

〔問
題
〕

①
一
品
の
拡
幅
削
は
川
人
の
小
川
ょ
が
削
っ
た
つ

＠

8
人

⑤

川

人

。
は
人

②
川
の
財
政
状
況
は
i
作
に
州
制
公

ぶ
さ
れ
る
つ

＠
l
凹

⑥
2

向。3
阿

③
州
政
に
付
す
る
山
い
けん
を
川
口
同
へ
の

州
民
り
と
し
て
巡
る
制
山
は
つ

＠
う
み
ひ
こ
迎
い

⑤
こ
だ
ま

辺

M
eや
ま
び
こ
泊
い

｛泌
－M
β
法
｝

会
は
が
き
に
符
え
の
記
り
、
山
所
、

氏
名
、
年
帥
を
バ
い
て

6
川
は
日

（
中

lum印
引
効
｝
ま
で
役
川
柳
総
務
訓

秘
苫
広
報
係
（一

Tmlw朝
H
刑
迫

ド
1
1
3
3）
へ
透
っ
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
3
人
に
凶
バ
み
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
前
回
の
当
選
者
は
藤
井

満
美
子
さ
ん
、
る
ろ
う
に
剣
、
む
さ
ん
、

今
川
付
に
決
ま
り
ま
し
た
。

町長のひとりごと

文化財保護法。この法律に県

内外の白治体が悩まされている

ことと思います。埋蔵文化財包

J域地もしくは一定の開発面積に

なると、各向治体には拭制調査

の任務があります。その結以に

より、本格的な剥査を進め、重

要な遺構があれば、保存するこ

とになります。

なな色のごとく蹄くよう発展

を願って事業を進めている fな

ないろKANJの挫訟場所も文

化財保護法による調査の対象と

なりました。調査只が県内には

少なく願器待ちの状態であり、

ずい分遅れての泊工となりまし

た。これから、統合小学校や旧

境小学校跡地などがあります。

試掘調査のために事撲計耐変更

も必要となる場合もあり、皆さ

んにどう理解していただけるの

かと悩んでおります。

さて、北｜喰本線 ([Iy[fl！～米

原）の1:1:1で、糸魚川～魚津聞は

経営が難しく、 N13セクターに

よる迎営が検討されているので

す。町では、前駅利用者に便利

なダイヤになってほしいと願

い、 fあさひ町民号j等々を実

施してきました。しかし、昨今

の情勢から検討 ・見直しを図

り、町民号への補助金をとりや

めました。これについては定例

議会の予算帯識でも了解されて

います。今年は「ふれあい朝日

号Jとして実施されるとか。多

数の参加で楽しい旅を祈ります。

ただ、町民げの廃止について、

なぜ当）.Jが一方的に非難される

のか＂ ＇o “常業とは’， J R幹部

に問いかけてみょうかともかiん
でいます。 (5月l111記）

。
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お
便
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す

今
年
も
「
や
ま
び
こ
通
い
」
の
川

紙
を
広
畑
あ
さ
ひ
6
け
り
と

e

山刊に

怖
さ
ん
の
お
℃
に
お
川
け
し
ま
し

た
。
川
政
に
つ
い
て

H
ご
ろ
感
じ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
記
入
し
、
．
つ
に

折
っ
て
ノ
リ
付
け
し
た
後
、
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
切
手
を
は
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
や
ま
び
こ
迎
一い
」
で
寄
せ
ら
れ

た
怠
見
は
、
町
長
が
す
べ
て
円
を
通

し
、
判
当
者
に
そ
の
対
応
を
指
示
し

11~ 

南
似
公
民
館

大
家
正
公
民
館

山
崎
公
民
館

野
巾
公
民
館

！珂

各
地
区
の
公
民
館
長

小
山

公

以

館

尼

崎

日

公

民

館

和

・1
λ吋－
一、
，に
W
H

川

、，
巾川ノツ
－I
L
ぬ
μ

L

M

m－
川
公
以
館

山

A
M公
民
館

的
．
』
以
公
以
館

山・
－．Mn
公
MA
m

－h
m一
川
公
民
館

｜剖

戸

UI
ノ

l政

米オく

l..J 

）~i] 公ミ

I LJ 

｝♀ 

南
町

j、』ct!:

制
川
町
体
行
協
会
の
総
会
が

4
川

旧
日
に
附
仰
さ
れ
、
会
以
に
凶
川
山
川

氏
が
山川
刊
さ
れ
ま
し
た
、

そ
の
ほ
か
の
i
な
役
U
は
次
の
心
々

り
日
制
し
、
分
川
長
を
約
旧
作
務

一

め
ら
れ
ま
し
た
♀
平
成
3
年
に
は
、

－

川
、
口
約
百
川
v
i白
川
米

L
と
」
で
わ
入
労

lt
y－－
「七‘
U
Ku
l－
－－
f
t
ノ
ノ
J

d

‘む
f
J

に
飾
き
ま
し
た
。

イド lりl

「
思
い
が
け
な
い

こ
れ
も
・
米
依
や
川

U

の
怖
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

藤
沢
さ
ん
は

交
は
で
す

今
後
も
列
会
本
社
な
ど
、

什
ハバの

で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
」

と
ぶ
さ
れ
て
い
ま
す
っ

盲腸に毛が生えた
この4月よリあさひ総合病院

外科に勤務しています。よろし

くお願いします。

防止.fl:｛花治

ま
す
。
桁
ボ
を
受
け
た
判
中l
行
は
内

科
を
卜
分
に
訓
作

・
検
川
し
、
イ
能

な
も
の
か
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、

悦
り
を
討
せ
た
人
に
お
知
ら
せ
し
て

了
仰
を
仰
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
小
で
背
さ
ん
に
出
く

か
か
わ
る
川
辺
に
つ
い
て
は
、
広
報

あ
主
ひ
の
中
で
も
制
介
し
て
い
き
ま

す
。私

た
ち
の
町
を
良
く
し
、
背
て
て

い
く
の
は
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
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メ老人福彼センタ一杯ゲートポール大会
5日閥、 68(1il9:00～老人福祉センター

ツ

i；朝日オープンテニス選手権シングルス大会
8目白1)9:00～サンリーナテニスコート

( X:. 

J,•} 111 
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町民卓I車大会
8日百9:00～サンリーナ第1億育室

全国小学生ソフトボール県予選会
88 B,9 00～ 
さみさと小クラン＇，J、た山クランr、毅文クーラント

郡民体育大会一般の部
15自由、228也、 29日巴9:00～
都内各会場

〉三町町長杯家庭婦人バレーボール大会
1 8（印9:00～サンリーナ第1体育室

い町長バドミントン大会
8日18)9:00～サンリーナ第1体湾室

郡民体育大会中学の部
27白念、288(±≫298•819 00～ 
都内各会場

“富腸に毛が生えた程度”と

いう例えがあリますが、一般に

いわれる盲腸は、正確には急性

虫垂炎のことで、細菌の感染に

よる化膿性疾患です。その程度

によりカタル性、蜂雷織炎性、
えそ

壊痘性の3つに分類されます。

また、盲腸は腹痛の原因とし

て最もよく知られています。実

際には診断から治療まで難しい

例も少なくありません。壊痘性

は絶対に手術が必要です。蜂嵩

織炎性の中等度の炎症時にも手

術のタイミンクを逃がさない診

断が大切です。

腹痛に対して抗生物質が投与

されると、いったんは炎症が落

ち着き症状も軽快します。とこ

ろが、これにより診断が難しく

なります。 手術が遅れたリ、ゆ

着が強くなったりするため、手

術の際に傷が大きくなり手術後
。うう‘ょう

も膿虜（お腹に膿がたまる）や

腸閉塞を合併し、何度も手術を

くり返す場合があります。

“たかが盲腸、されど盲腸”

“虫垂炎を確実に診断できるまで

長生きした外科医はいない”あ

りふれた病気だからこそ的確な

診断と確実な治療が必要です。

“盲腸に毛が生えた切などとは、

私には言えそうにありません。

⑪ 

ポスの月6 
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平成8年度朝日町社会福祉協議会一般会計決算ft83-1100 朝日町役場
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。，，
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収入

＠ 

社会福祉
協議会だより

朝日町社会福祉協議会は、

皆さんと共に地戚の福祉

向上を目指す福祉団体です。
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を構造的に汚泊された住吉。必

要・緊急の！M~I に｜災自Iiや保健

払1l . 行 ~JiM、ゾ

朝
日
町
社
会
悩
批
協
議
会
で

は
、
制
批
ふ
れ
あ
い
教
引
を
間

前
れ
い
た
し
ま
す

日
時

6
パ
お
け
刷
、
ア
川
山

川
附、

7
川

munω
、
8
片山
μ

円
側
、

9
川
m
m
H仰
の
刀
5
M

コ
l
ス

内
容

地
域
M
M
m、
，H川
的
μ
刊
行

必
の
心
情
え
の
品
み
、
一
日
川
附
vn

’
川
け
の
訓
州
、

μ必
社
会
．
人

シャJレ・ワ

れるよう準備されている。

illィ｜：は試行作j段｜併であるが、

今後｜符：ヰ省、 芭人）＼Ylのげ！大によ

って、この住’じltf.の必wnはい

っそう大きくなっている

カーのサービスがLJIJll.'iに受けら

の

受

講

生

募

集

一
芸
、
川
本
亦
卜
山
十
社
両
山
支

却
で
の
夫
仰
が
あ
り
ま
す
。

対
象

μ
μ
は
m
u
Hれ
山
で
、

社
会
M
Mm
に
削
心
や
興
味
の
あ

る
い
力
、
社
会
一
例
枇
山
下
決
に
悦
わ

り
た
い
刀

受
講
料

川
判

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

州
日

川
社
会

M
M
m陥
A
会

｛合
的
｜

0
5
7
6）
ま
で
ョ

生

活

福

祉

資

金

を

ご

利

用

く

だ

さ

い

似
人
の
少
な
い
山
本
胞
や
身
体

附
刀
行
肘
併
な
ど
を
対
象
に
、

出1
・
陶
ど
う
し
て
も
必
要
な
資
金

や
将
来
に
わ
た
る
・
家
計
の
自
立

安
定
の
た
め
の
資
金
と
し
て
、

似
合
利
で
的
り
ら
れ
る
民
的
制

批
資
金
口
付
制
度
が
あ
り
ま

す
例
え
ば
、
商
先
な
ど
の
設
備

を
刑
拍
r
し
別
収
を
凶
っ
た
り
、

政
能
の
仰
向
の
た
め
の
白
令
と

し
て
利
川
で
き
ま
す

する人

採用時期

平成旧作4川

試験の日・場所

9丹上旬朝川町役場

受付け期間

平成9年6川2日開から

6月初日ωまで側制H町文
化・体行振興公Hれで受け付

けます。詳しくは側削日川

文化・体行仮興公社｛合ml
l294）へお川い行わせ

ください

髭i霊
衆人情相 年 a; 貸金 性 i.tll場所 ｝幸F骨 演俗 u ~ 

稲毛 tlflf:f l'I> 別 体 自 入獄 免 t事 司君

電気lU1、配線
18才‘ 150.000～ 

男
朝日町周山

2 経穆鯵過轟自憧動a車，串以よ
30才 250.000 包羽、第2.4土曜日 免併

2 成 II B店舗 2o::r～ 265.000～ 
男女

純白町東草野
2 土ヌ思ii首理免軒脂司IH

（見留い句） 45才 435,000 日夜‘第2.4土即日 館通自動車免E午

3 プレカ y ト加工
22才ー 203.400～ 

第
羽目町東尊重子

2 高卒以よ35才 254.250 日呪、月1司 2国土即日

童書目町．月山 一4 遭 ’A 
手 55才、 135.000～ 

男 第 11量大型免際60才 』60.000 日'll、他

5 1111方ベレー夕日
60才 299.000～ 

男
朗自旬.t草川 軍情系泡股織憾

以下 345.000 日、会社指定自 道’..，責舵書
ー ー ＇－・E・－

6 家興~過工 18::f- 123.000～ 男女 朝日句会償＂
2 経由書者優遇65..t 267.000 目、第2土種目

7 察局lUUtUtこ 22才～ 220.000～ 
女

朝日町．泊
~削節lllfllt'l D I責務 45才 230.000 Bill.飽

8 受付，SUit.手 1s::r‘ 150.000～ 女 輯ヨ町．渇俣 経l1孟哩....量以I
26=1 165.000 B売と．＝竃B忽撞惇品 高；.of主土色l'i:l:O:lii

・．

9 士五作.. 186ニ~～才 '5¥・?noo1 ー且
朝日町． 大家庭

3 不鴫
自主主社指定自

10製温汲ひ畷到縄 18才～ 崎 信890～ 女 朝日町平欄 不問
（パート） 35才 940 他 4週6"" 4 IU自ti尭l'.M.:>;

ム求人情傍ー髄喪Jl,こ川用ください．

＊くわしいこと1；.魚，E公共属JI安定所朝日分室 宮82-0198へお悶い会わゼてくた草い．

ま
た
、
将
米
の
判
い

F
で
あ

る
子
供
の
刈
枚、

ト八
学
の
宇
佐

や
什
肌
定
の
小
規
似
な
改
修
賀
、

議
台
費
、
災
計
短
波
出
目
金
も
利

川
で
き
ま
す
。

利
率

作

3
パ
ー
セ
ン
ト
（
修

川
子
資
金
は
無
利
f
）

保
証
人

防
総
本
渦
の
縦
肱
l
u
H

そ
の
他

所
仰
制
限
あ
り

申
込
み

地
M
判
中
l
民
汁
じ
安
川

山
引
A
M
U一
ま
た
は
社
会
制
批
協

沼
会
ま
で
り

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
必
要
な
保
険
料
納
付
済
期
聞

が
不
足
す
る
人
は
、
村
山
歳
ま
で

任
意
加
入
で
き
ま
す
。

川
以
作
品
以
の
包
愉
H

哨
舵
作
品
夜

を
受
け
る
に
は
、
保
険
料
を
以

低
で
も
お
午
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。｛
州
制
の
N
E附
以
山

年
合
を
pe
け
似
る
た
め
に
は
、

初
級
か
ら

ω収
ま
で
の
ん
し
則
川

を
納
め
る
必
泌
が
あ
り
ま
す
“）

似
険
料
を
納
め
ら
れ
た
則
聞

が
不
足
し
て
い
る
と
、
作
・
念
は

も
ら
え
な
く
な
り
ま
す
n

そ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、

ω肢
か
ら
侃
成
ま
で
、
任
ぷ
加

入
で
き
る
制
肢
が
あ
り
ま
す
ー

し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
則

問
が
不
足
し
て
い
る
人
の
た
め

に
、
河
川
刷
ま
で
仲
川
に
任
必
川

入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
（
た
だ
し
刊
品
川
ま
で
川
立

川
人
で
き
る
の
は
、
附
和
初
作

4
川
！
日
以
前
生
ま
れ
の
人
で

す
。
）

真、
J

、
5
ぇ
‘
、
，

o
t

な
オ

6
HM
カ
f
7此
ま
で

の
何
ぷ
加
入
は
、
お
年
間
の
受

紛
糾
H
怖
が
つ
い
た
次
点
で
終
f

と
な
り
ま
す
れ

作
し
く
は
、
役
川柳
住
民
乍
削

減
（
怨
内
総

1
3
2
）
ま
で

お
川
い
ん
い
わ
せ
く
だ
さ
い
。



くらしの情報室liiむllLivi 

催

町
パ
ン
ア
l
ト
実
習
教
室

ノ
ン
ア
l
卜
の
以
一
本
技
法
を

訓
設
と
%
仰
を
泊
し
て
仰
向
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

ア
川
2
u
ω

同
U
刷
・

叩
け
例

・
8
川

6
H附
の

4
N

午
後
l
時
ぬ
分
か
ら
3
時
ぬ
分

ま
で

易
売

れ
民
主
ω目
前

t
－F

F
a
r
i
E
 

募
集
対
象

朝
日
町
に
紅
住
ま

た
は
勤
務
を

μす
る
成
人
久
性

定
員

初
計

（
先
的
削
）

受
講
料

燃
料

申
し
込
み

教
行
委
－μ会
生
服

川
fwぷ
（
公
役
川
柳
内
・糾

3
2
2｝

ま
で
。

宮 83-1100朝日町役場

町
ち
ぎ
り
絵
教
室

A
v
m
の
化
や
行
怖
を
テ
ー
マ

に
和
紙
を
使
っ
た
ち
ぎ
り
絵
を

＠ 

ハ，r
び
ま
す

日
時

6
川
初
日
か
ら
市
「
成
川

作
3
川
ま
で
の
川
川
知
3
令
附

日
叩
コ
l
ス

午

後

l
時
泊
分

か
ら
3
時
却
分

同場
所

生
掛
川
学
制
川
町

縞
師

仏
川
ぷ
．
h
f先
中

定
員

加
入

受
講
料

材
料
伐
と
し
て
l
川

i
、
0
0
0川
作
山

申
込
み

仲
仁
泌
ハ
子
制
円
館
（

3
m
l

1
2
9
4
）
ま
で
。

町
児
童
手
当
を
支
給

;j; しをの

の品川主 n"' 
う明 I!~ 給吠，；，•1
え行；l~J しのに
、は i:J!..... f.米 J，~

※受溺＠込醤は ［広報あさひ6月患jに同封o I役 r:11がよ必づ

問い合わせ申し込みは、 ｜場鉱あま行き11鐙とり十に
新川青年会議所＜n22-5976) I w jJ.!1 また，~ 3 
アゼリア （念83-2000) 制似す（川政
朝日町商工会 <n83・2280）へ 枇を｝た r,iと

~~！ ~ .＇f fご勺 i~4

｜ まちづくりは人づくり

I '97あさひ町民寺小屋 （カレッジ）

．会場 アゼリアホール
4砂防間 午後ア時～

.定員 2508程度

．受精料 2.000円

06月27日働 清 水 包明先笠
「自然と遊ぼう1

07月 4日倍 野紫木 洋$'C笠

Iこれからの自然と人間と動物1
07月12日∞ 折谷隆志先笠

I朝日町の自然j

『白粧のまちづくり』

メンバー募集H
女性によるまちづくりのメンパーを募集します。

f広性サロンj での勉強会や「友性議会Jの開催等をJillじ、

、あさひμを愛するV:nの｜’1111で柔軟な忍：見を町へ捉討します。

．対 象 ：lllfIλlイdi：の20雌以 tの女性なら、どなたでも。

．募集人員 ： 16名料J立 ut；~｝多数の均合は抽選となります。｝

．締切り ：6川2011（翁

・応募方法 ：｛主j肝・氏名を

役場企画財政課企画係 ＜n役場内線221)

まで連絡くださ L、。

6FJ29目。
午1主7/Ji寺～98書

ふるさと美術館

バイオソン 古井

チェロ大沢間

ピアノ総井晃子
べートーヴヱン

f諸問Jr大公j

チャイコフヌキー

なつかしい土J/!J(,乃思い出

3.500円
ふるさと美希ii!賞受付
ふるさとJiAB15

｛合820094）へ。

クラツシックは名画の中で
サロンコンサート

直

E手

・会 場

・出演書

・8

地
域
一
制
批
時

（公
務
以
は
幼
務

先
）
で
子
続
き
を
し
て
く
だ
さ

、
。

’L
V
 

ま
た
、

川叫ト仕川ル
仇川
F
巾ー
を
受

け
て
い
る
人
は
「
山
爪
下
中
1
M

況
川
』
を
船
山
す
る
必
泌
が
あ

り
ま
す
。
交
紛
行
に
は
け
仙
人
川

紙
を
辺
川
し
去
す
の
で
、
出
川
－
M

の
則
け
ま
で
に
船
山
し
て
く
だ

さ
い

3

F
U
精
神
障
害
者
地
域
家
墜
E

の

定
例
総
会

・
研
修
会

初
出
内
附
川
行
の
地
城
山
本
政
会

『せ
せ
ら
ぎ
家
族
会
」
の
定
例
総

会
と
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
3

日
時

6
川
8
川

川

午

前
9

七
f
n
u
LJ
ド
・

3
2』

bvf
ハv
hJ

H
3ノノ式
f
i
H
3
3

場
所

黒
部
保
健
所
2
階
会
議

・，hれ内
容

・
総
会
（
午
前
9
時
初
分
か
ら

川
叫
）

－
特
別
訓
山
山
（
午
仰
川
叫
か
ら

け
叫
川
初
分
）

6月8日（除14日同まで

危険物安全週間
f気を抜くな

扱う相手は危賎物j

こ
の
迎
削
は
、
必
険
物
の
保

全
に
対
す
る
怠
減
の
州
出
間
以
び

作
発
十
佐
川
准
ず
る
こ
と
を
け
的

に
%
仰
さ
れ
る
も
の
で
す

3

，

防

総

を

飲

宙

開

転

窃

。

、

述

通

す

は

る

交

で

方

あ

い

者

問

の

の

さ

俄

周

一
り
だ

高

進

パ

ゃ

く

は

雑

イ

い

て

月

策

ラ

思

け

6
対

ド

に

が

止

者

心

「たっしゃけ

気つけられ：d運動

生活必需昂価格
5月分（liJIJ5 I J.IJH正調如 ’n位：門

,•,” ， 手t
平向価絡

5 JI 的JlJ主 例年同Jilt

カ ・ノ ン
115 。

<IJトんl( J 

;111 -tr ill! 
1.045 ・23 +85 

'l-1 （＂~；1 1 8 ( J 

’＂＇ 
，＿＿ーーー町田

ガ ス
3.440 。 +132 

cGml 
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｜｜ 

'(,・ l吋 JI) i'il. 高＇I]
200 。 +4 
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一
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580 +8 
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ー
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-it γ ダ iJll 

304 。 +5 ｛ぷリ干17.1700！；人り』
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103 。 +2 
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I勾
480 ・42 +231 
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!!t <1.•r イズ 10例】
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223 +8 ・27
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．演奏曲目

・入 爆 科
．販売

．間含せ

「
近
年
の
的
神
科
医
械
と
家
族

会
の
あ
り
万
」

講
師

谷
野
口
山
病
院
（
院
長

行
野
必
剣
先
生
）

巴
言十

器
の
定
期
横
査

－
タ
一
院

桟

－

mン一

m

同

日

時

p

由
時
唱

t
－

倉

渇

常

小

一

生

一

総

宿

小

庄

一

町

一

ひ

町

局

窓

一

白

書

白

山

大

一

胡

－

t

m

M

町

∞
一
∞
一
∞
一
∞
－
∞

明

一b
ロ一仇九一
b
J
b
均一
mv
均

同
《
V

司
令
Jv

－
n
v

－雪
Jv

－
h
v

一

比

一

広

鼎

8

－
g

一

回

目

資

一

3

－
4

5

修
一

月

一

局

－

局

－

民
v

－

広
v

－

R
U

各
商
店
や
学
校
な
ど
で
川
い

ら
れ
る
ハ
カ
リ
の
検
出
H

を
れ
の

の
け
如
何
で
行
な
い
ま
す
。

こ
の
検
奇
．
に
は
手
数
料
｛
l

台
2
5
0門
5
2
、0
0
0円）

が
必
必
で
す
。
な
お
、
受
検
該

当
者
で
「
通
知
は
か
ぎ
」
が
届

い
て
い
な
い
店
は
、
役
山
明
店
阿
仁

制
光
州
州

（公
役
均
内
綿
1
5
2）

へ
巡
的
相
し
て
く
だ
さ
い

II停
な
お
、
川
内
引
業
所
及
び

－

般
家
峰
に
お
い
て
も
、
ガ
ソ
リ

ン
、
灯
油
な
ど
の
紅
険
物
の
貯

縦

・山
川
被
い
に
つ
い
て
は
、

卜

分
間
必
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

m
U
悪
質
商
法
に
ご
用
心

高
金
利
を
う
た
い
文
句
に
し

た

「
利
知
商
法
」
、
就
職
鍛
の

不
安
に
采
じ
た

「資
怖
尚
法
」
、

符
幼
に
利
疏
が
仰
ら
れ
る
と
J

必
円
み
に
読
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、
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宮 83・1100朝日町役場

健康インフォメーシヨン
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『閉治後期の
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※
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M
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、
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、
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、
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庄
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A
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、
※
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保
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※坂け寛、※符円山市次、※

脳内和ιJ、流洲千谷山崎

地区会長作・以彦、会九巾一屯

ぃ官、※小杉HM問、※ト〈森桃

子、※民mLH縦、※稲川例優、

※九里正慾大家庄地区占H

6月の音種相談
〈相談は無料です〉

2日 裁判所出張調停相談

伺） 9:00-16:00 福祉センター

3日 心配ご、と 相 談

ω 13:00-16:00 福祉センター

10日 心配ご、と相談・家庭児童 相談

ω l3:00ゐ 16:00 福社センター

11目 社会保険出張相談

。ぬ 10:00～l 5:00 役場会議室

12日 交通事故巡回相談

側 I LO:OO～15:00 黒部四社センタ士一

16日 裁判所出張調停相談

伺） 9:00～16:00 福祉センター

17日
，心lJicご‘とキ目言炎 ・fjiE女干目談

人権相談ω 
I 3:00～l 6:00 福祉センター

24日 心配ごと相談

ω 13:00～16:00 福祉センター

25日 社会保険出張相談

体） I 0:00-J 5:00 役場会議’五

していないころの

元毘敷海岸、自転

llIに采ってAよる人

らしい姿が見える。

-r写貝で見る朗自町のうつ
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※
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※
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て
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．
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－
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．
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で
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H
十
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備
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す
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地
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の
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こ
ろ
で
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、
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心
の

は
怠
を
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カニ~ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・80g lだL汁.Ir .......... ＂さし 51似 I 4>ιl開 対じ I!/.• n' 

だLit・・・.. ・・・・・・・・・ I’Aカップ円｛演nしょうゆ・ーーー・ー・・・小きじ2
3ゅうり・・・・・・・・・・・・・・・・・ l：事 汁I＇~ ＜り粉・・・・・・・・・・・小さじ Ii万

｛附ワカメ 5耳 l溢 小さM
だLil…・・・・・・・・・・..!.11カヅプ
時j·•··• ・・・ー・・・・・・－－－－ ・2鍋

f妙!¥'I・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ2
Al Jll ... …・ 小さじ%
｜みりん・・・・・・・・・・・・小さじ l

l f昨・・・・・・ ・・・・・・・ ・・小さじ2

作り方
、‘・ー・・晴晴耐・・－・ -
①干aウリIi縦に2つにして締切りにし、 I巨少々 をふり‘しんな

りしたら水洗いして水%を絞る
②卵をmきはぐし、 Aをのわせ巾火にかけて、
を（＜l!ぃ．釧かい妙り卵を作る．

③tらかくちどしたワカメは筋をとり.5ミリ臨1くらいに切り‘だ
し汁I2カップ、しょうゆ小さじ l を加えてきっと~.るa

。だし汁 1とI2カγプを鍋にとり．決って水を絞った'fl(）巳をむ

Yって人れ.30分i1'1C1てから溺火にかげる.I '4の続くらいli.

品まったら山小さしl14を加え．ふきんでこす
のはくしたカニ・⑦のキュウリと②のさましたワカメをポールに

人れて€の’＊＇~液を入れてよく混ぜ、妙り軒fを加えて合わせる

そ＇＂し符 を水でぬらし． ⑤をitし人れ冷厳践に入れて冷し例める
⑦織にかけ汁の凋l\f.~1. J：くり紛を合わせ弱火にかけ．とろみが
ついたら冷し⑥に添える

4』

τ＝’ 、

話
題
の
食
物
繊
維
を

さ
わ
や
か
に
f

(I人当り）
エネルギー・．．．．．．．白・・・・80kcal

編分。0・..・マ0・・・・・・....・・・I.lg

！，（！はし4～5'1>

朝日町食生活改蓄錐進員｛：自三区｝

"1l 業 名 月 日
~ 

｛対象者等） 受付時間
場

心の健康相談 6D2A・l6日（「r予n:1;i糊約制制榊；t制附｜似d
けもします（ft52-1224) いずれも仰） 黒部保健所

痴ほう性E人の側議ち受けます。 13:00～ 14:00 

機能訓練 6月I7 l:l<*.l 
保健センター

(lj出 "i"LI• 後遺品i：者） 13・：00～ 13:30

子育て教室 6J-J20 円（~
（生後 l～ 2か月の赤ちゃん） 保健センター
とおかあさん ※ 13:30～ 13:40 

3か月児健診・脱臼償診 6月24H仰
保健センター

(9！ド3月生まれ ※） 13:00～ i 3:30 

4・5か月児健診 6対げU<*.l
保健センター

(9 fr.: I J l生まれ ※｝ 9・30～ i0:00 

1歳児健診 6月3円側
保健センター

(8.fF4・5灯’主まれ ※） 9:30～ 10:00 

3歳児健診 6月26Fl(.l¥)
保健センター

(6年2・3)-J’t.まれ ※） 13:00～ 13:30 

育児相談 6Jl18H附
保健センター

（相談あ常一行 ※） 9:30～ l I :30 

百時間～5刷用生側人※ 6月3円。。

本 4年6月～4利用生まれの人 13：・ 15～ 14:30

1崩 5~手12月～6年5月生まれの人 6月lOA<*.l 
※ 

火抗 2 4年9月～4年1rn生まれの人 13:15～ l 4:30 保健センター

予 5~6月～5~手11 月生まれの人
初回は2巨｜接経

1民
6月17円ω 追加は l閲接鰻

防 4~12月～5隼2月生まれの人 13:1 5～ l 4:30 （今…怖を）
接 5~12同～6年5同生まれの人

冶ぎた方で、まだ

6JJ25A嗣
受けていない人

l竺 5年3~～5年5触れ人※ 13:1 5～ l 4:30 

。健E担体策教室及ひ健康相以（~、fれも持望書） ii. 6月の毎週金飯田午筋9時30分から係
鑓センターで、’ll康相以（;i毎週火6118午後1跨30分から老人司attセンター（6同18日t：忍
瞬.沼センタ ）でも行っています．

※付子手帳持参ft83-3309 問合せ：保健センター

＠ 

町
県
民
税

（第

一
期
）

｜
納
税
は
便
利
な

口
座
振
替
で
｜

交通事故発生状況調
4月末現在（ ）内は前年同月比

入轡鐙努事守

管 内

14 
(22) 

220 
(200) 

73 
(53) 

身壊

死者

2 
( 1) 

0 
( 1) 

人
一
獄
一

5

9

」
件
一

5

6

休日救急診療当番医豊富鵠～午後開

fi:82-0120 

n83-3391 

宮 83-2299

n82-0051 

院

院

院

院

院

匡

病

医

病

l
 

l
 

・－z
’
東
一富
一川

堀

松

丸

中価
一日

日
一日

1

一8
月

一月

6

一6
6月15日目

6月22自由

6月29日目

ガソリンスタンド休日当番店
6月 1日伺 朝日石油 fi:82-0661 

6月 8日目 大省石油 n82-0703 

6月15日冊 小川石油 まま83-3033

6月22日目 浜岡商 店 岱 82-05ア8

6月29日目 中央農協 fi83-1135 

一

話
題
と
詰
将
棋
の
解
筈

<:aniE解＞ !H lのトピがmr.n 
tま2.I:りな〈、与こで！J.¥3めア子
コミから照5でしとめます

(1吉将側正解） 2ニ向、 lul1；、、：~ --=. 
e立. Ju1 I<. 2 ・. ~~. Jul Ii. 2 I叫泡
よで7d1iめ
〈解:JI)い H.：・りft1f11て． i}¥(;13 ‘ 
・2と：J,m(J<1t..:収めですリ；！ ..: I・•IJJみ
なら巧：話。 I ' I¥. 21'4巾初
Tに I州，Uでは2 ・h I . f~. 
2 ・IL 3 ・喝、｜司 1でm'Iみょせ
ん，なJJ‘mr 2 ..，，’l仰とき 2
l伝ら；1 •U.. I h. I I叫ほま
で (lillrtll1115ペーの 側口町

第 2・2拷4土即日は外来休鯵（拭行）て・す。

急怨は夜間

n83-0504 

あさひ総合病院

医東f努

~療時間／午後ア日寺～午後 1 1 自寺
ft54-0731 

2季語費目／日限目・祝日

所在地／綱吉E市消防官同制新川地区休日夜間急患医療センター
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広報保では、あなたの回りの身遣な話題を侍っています（tt83-1100

＠ 
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
則
川

善のにぎわい一一

；~~ "I 
IHI υ） J~＂l 
シの
ヤ A
ク 1111

ナ ・＇i・
ケ’｛ニ

をは
~.！. 
ょ
っ
レ

ノ〈

咲
き
必
る

仙
引
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

約．

μ．
午
h
U
J
の
出
川
に
は
シ
ヤ

ク
ナ
ケ
か
お
よ
そ
U
M
m

川叫・
2
E

，、ノ．、

H
Y
B
J
バ
U

，l

川
か
ら
れ
や
ヒ
ン
ク

ぃ
作
な
ど
色
鮮

や
か
な
化
を
つ
け
て
い
ま
す

H
U
近
で
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
年
と
し
て

一一 境の護国寺、

依県
j!ll l村
オl $＇~ 
カ； ！こ

先II
bコ
オ1

グ
ル
ー
プ
や
象

ぃ
仏
い
凶
同
の
あ
ち
こ
ち

で
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
パ
ッ
ク
に
V1
0日
合

制
る
を
か
は
ら
れ
ま
し
た

シ
ヤ
ク
ナ
ケ
の

μ
ご
ろ
は
．
h
川
上

川
ま
で

こ
の
後
は
ツ
ツ
ジ

れ＂Iる i1J
人 lニ
(}) ＇よ

I lサ
ノ乙 、y
ふキ

C ~.~ 
まぶ
せ ｜民
引c~－ 
’） 1'¥ 
で，：Ji) J 

す

一一棚山ファミリーランドに花の苗一一

側
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
内
の
山

L、っばL、に

こ
手
：
、
ト
ー
J
C
川

l
い』

l
、

，・・
4
t
a
’t
d

J

，，．
，
J
a
’’l
l

’E’

コ
ス

モ
ス
の
州
ま
さ
と
ユ
リ
の
球
仰
や
H

・4

似
の
H

川
が
制
え
ら
れ
ま
し
た

3

球
恨
や
花
山
は
N
T
T
白
山
支
店

と
川
本
公
衆
叫
河
川
川
会
側
什
分
会
が
市

付
の
持
さ
ん
は
約
山
V
L
UU
の
小
山

に
ボ

l
卜
で
ω作
動
し
た
後
、
化
や
仲川
を

小島を花で

小
山
の
州
り
に
帆
え
、

中
央
部
に
コ

ス
モ
ス
の
同
を
ま
き
ま
し
た
。

花
い
っ
ぱ
い
の
剛
山
フ
ァ
ミ
リ
ー

ラ
ン
ド
に
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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かし

ょ
う
と
教
内
委

U
会
で
は
、

ら
町
内
の
小
川
子－
一、

川
作
作い
を
川
仏
本

に
「
わ
ん
ぱ
く
迎
ぴ
サ
ー
ク
ル
」
を

開
い
て
い
ま
す
。

第
一
川
け
と
な
っ
た
行
川
卜
川
、

さ
み
さ
と
小
学
校
の
体
行
町
で
楽
し

い
ゲ
l
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

明
日
．
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

の
印
川
先
制

rさ
ん
と
山
山
五
さ
ん

r
u
R
H門
市
ニ
’

1
二
っ
こ
亭
晶
、
、

山H
T
d
リゎ父

J
浮
4
d
－
f
，．f
』
カ
、
7
6
4

生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
。

ん
け
ん
ゲ
l
ム
や
山
作
の
紙
脱
行
機

を
飛
ば
し
、

M
M
さ
比
べ
な
ど
を
行
い
、

参
加
し
た
小
川
子
生
は
－K
附
刊
を
楽
し

み
ま
し
た
。

今
後
は
卜
．
．
 

川
ま
で
に
卜
・
一川
を

野
山
探
検
や
山
作
業
を
体
験

し
た
り
、
税
ず
で
焼
き
物
に
挑
戦
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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セ
リ

ア
ホ

l
ル
で
伐
の
渋
川
化
民
・
と
茶
会
が

行
わ
れ
ま
し
た

こ
の
催
し
は
、

大
日
本
茶
道
学
会

と
液
化
研
究
の
識
相
会
が
か
．
州
し
た

も
の
で
今
年
で
：
・
川
日
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r
I
；
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l
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が
お
茶
を
た
て
、
必
れ
た
人
を
も
て

な
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
に
は
ア
ヤ
メ
や
シ
ョ
ウ
ブ

な
ど
約
川
州
政
の
野
山
化
が
飾
ら
れ
、

治
会
の
ぺ
竹
川
%
を
慌
り
し
し
げ
ま
し
た

に
ぎ
や
か
に
ぼ
史
を
振
り
返
る

l
西
町
が
誕
生
し
て
三
十
年
｜

．
内
川
の
叫
叫
什
し
：
ト
川
年
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会
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叫
ん
必
枕
む
会
で
は
、

別
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会

K
に
感
謝
状
が
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v間

代
の
川
内

引
き
続
き

内
相
川
制
リ
の
会
の
什
さ
ん
に
よ
る
ア

ト
ラ
ク
シ
斗
ン
や
カ
ラ
オ
ケ
ト
八
九
ム
な

に
ぎ
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に

と
か
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八
に
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れ
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川州市
λ
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米
、
川
納
え
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同
校
の
伝
統
行
事
と
な

り
‘
今
作
で
しハ
ト
川
什
を

数
え
ま
す
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4前

品
川
の
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
を

一
本

副
本、

丁
が
に
子
Mm

え
を
し
ま
し
た
。

九
川
に
稲
刈
り
を
し
、

l
J
ζ
ま
川
、
k
t
v－灯、

l
J
4
4
1ノ
〉
レ
ド
を
む
H
L

て
収
他
山
内
小
を
予
定
。
克
り

の
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が
楽
し
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で
す
ね
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さ
ひ
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美
術
ー
円

ば
れれ
M
M
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越

路

の

盟

一
九
ハ
＝
年
作

｛
五
卜
七
勾
×
八
十
五
句）

H
川
ト
L

向叩
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平
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辺
り
は
作
れ
な
ず
み
、

の
・
米
々
に
多
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
繁

る
木
々
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
、
い
っ
そ 一一J

L
－

L

I

 

－

－

t
4
 

わ
ら
ぶ
き

＠ 
う
鮮
明
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
こ
は
、

魚
津
市
の
山
口
の
山
間
で
あ
る
。
民

家
の
人
が
た
き
火
を
し
て
い
る
情
討

が
、
水
市
一
一
州
調
の
主
欽
で
拙
か
れ
て

－－－a
ぞ

い
る
。
怖
の
繊
維
が
荒
く
比
え
る
ぷ

朴
な
和
紙
を
も
み
紙
と
し
て
、
ご
わ

ご
わ
し
た
絵
肌
に
、
川
引
も
山
・
米
の
川

一
か
災
の
す
す
を
出
ぜ
て
他
う
な
ど
仙

什
の
点
制
店
法
で
幻
似
的
に
州
さ
ト
上

げ
ら
れ
て
い
る

こ
の
作
川
は
、
出
九
川
川
仏
別
代

五
刷
版

（川
本
テ
レ
ビ
他
ト
仁
川
む
の

お
．
泌

｛川
本
州
・
水
川
州
｝
で
初

山
川
で
出
．．． 
山
に
人
口
し
た
作
品
で

あ
る

H
仏
別
代
淀
川
似
は
、

川
本

の
中
明
、
祈
進
作
家
の
川
際
川
刊
行
の

ぴ
心
門
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
代
点

的
な
サ
ロ
ン
と
共
仰
し
、

内
川
の
作

品
を
川
じ
会
均
に
民
心
す
る
ユ
ニ
ー

ク
な
川
際
コ
ン
ク
ー
ル
出
で
あ
る
。

独
乍
で
絵
を
乍
び
、
中
1
川
は
小
川子校

の
川
辺
川
の
教
川
を
し
て
い
た
作
家
に

と
っ
て
の
気
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ

り
、
本
術
的
に
絵
を
揃
く
こ
と
の
き

っ
か
け
と
な
っ
た
e

記n'!' 五二 r-
8 r幅
円台 仙

証上展
で ~J:p

悠
を

小
中
間

日
O
O円

川
内
有
数
の
野
山
観
察
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
必
ノ
本
’
H
然
公
附
で
阿
川
一

－

十
九
川
、
川
本
野
山
の
会
一
川
山
山
之

市
が
ド
．似
す
る
隙

μ会
が
附
か
れ
、

H9.5.1現在（ ) i;i:前月比

墓
ノ
木
自
然
公
園

で
採
鳥
会

＠
広
3
F

報
室

τa“AP 

V
ま
ず
は
お
わ
び
か
ら
広
報
あ
さ

ひ
が
．
h
行
け
り
を
迎
え
た
の
を
記
念
し

て
、
一
弘
Mmあ
さ
ひ
縮
刷
版
の
先
行
を

門
川
り
で
お
伝
え
し
ま
し
た
そ
の

中
で
、
今
月
号
に
予
約
チ
ラ
シ
を
川

封
す
る
予
定
と
制
峨
し
ま
し
た
か
、

少
し
雌
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
V
次

に
う
れ
し
い
報
合
で
す
先
U
、
県

内
の
広
報
担
刀
者
が
集
ま
り
研
修
会

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
席
上
で
、

約
．． 

卜
人
が
参
加
し
ま
し
た

川可
l
J
い
リ
H
f

・2
．1
1
．ト
リ
土
、
“
川

ド
j
l
t

t
it

i
－

－

｛

l

北
に
そ
れ
ぞ
れ
山
り
を
行
う
山
μ
た
む

世得数5.153 (+2) 

か
交
じ
り
あ
う
令
仰
ゅ
参
加
行
は

μ

μの
コ
ム
ク
ド
リ
や
冬
山
川
の
ア
ト
リ

な
ど
約
．． 
卜
州
知

ω肝
μの
泌
を
決

計17,064（ー25)

し
み
ま
し
た

「
広
報
あ
さ
ひ
」
が
似
の
山
川
村
仏
紺

コ
ン
ク
ー
ル
の

γ
J
H
m門
で
村
選
、

町
村

－

m
（人
l
a
・力
人
以
上
）
の

広
報
紙
浦
川
で
人
選
と
な
り
、
交
位

式
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
川
ご
ろ

か
ら
取
材
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
山
内

さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
に
渦
H
必

ず
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
ト
．
を
け
指

し
た
い
と
叫
っ
て
い
ま
す
V
そ
こ
で
、

先
川
け
か
ら
レ
イ
ア
ウ
ト
ゃ
けん
山
し

の
文
？
な
ど
を
少
し
ず
つ
変
え
て
い

ま
す
。
フ
ル
チ
ェ
ン
ジ
と
ま
で
は
い

か
な
い
も
の
の
、
押
さ
ん
に
淡
し
く

読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
試
行
錯
誤
を

弔
ね
て
い
ま
す
。
感
似
を
ぜ
ひ
、
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

＠

女9,046(-9) 〔町の人口〕 男8,018(-16)


